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日　時
：平成27年３月２6日（木）10:00～12:20
場　所
：大阪赤十字会館　3階302会議室
出席者　 ：綾部会長代理・小笠原委員・田中丸委員・堀委員　計4名
　　　　　（欠席：多々納部会長）

まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系猪名川上流ブロックの当面の治水目標の設定について

(2) 淀川水系猪名川下流ブロックの当面の治水目標の設定について
○猪名川の1/10確率降雨の時間雨量は29.2ミリであるが、これを「時間雨量50ミリ程度」と表現している。誤解を招く恐れがあるので、表現を工夫すべきではないか。
●猪名川については、大阪府管理区間の右岸側及び上流区間を管理している兵庫県と計画上の整合を図るため、対象降雨は大阪府のモデル降雨を使用していないことから差が生じたもの。1/10～1/200確率降雨それぞれの時間雨量の表現については工夫する。
○大阪府、兵庫県、国交省といった複数の河川管理者が関係している猪名川下流ブロックについては、計画対象降雨の取り扱いについて整理しておく必要がある。
○余野川や箕面川等の氾濫解析を行う際、合流先の猪名川の水位設定はどのように仮定しているのか。
●余野川や箕面川等の支川の氾濫解析を行う際、下流端の猪名川の水位は、支川の対象降雨規模と同レベルの降雨で生じる最高水位が定常状態として継続しているものと仮定している。
○淀川水系猪名川上流ブロックの山辺川、田尻川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とすることで了承。
淀川水系猪名川下流ブロックの猪名川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。箕面川、余野川については、整理ができた時点で治水専門部会にて審議を行う。
(3) 泉州地域の河川における当面の治水目標の設定について
○整備期間を今後20年から30年の計画期間のどこに設定するのかによって、現在価値化した時の便益や費用の値が変化するので、確認できるようにしておく必要がある。
●整備内容や財政状況を踏まえて整備期間を設定し、説明できるようにしておく。
○津田川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とすることで了承。
番川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。
(4) 淀川水系神崎川ブロックの当面の治水目標の設定について
○ため池の治水活用にあたり、費用の算出の考え方について示してもらいたい。
●余水吐の改良を想定しており、1つのため池につき約2,000万円程度を見込んでいる。
○治水容量の保証について考慮していないようだが、それを詰める必要があるのではないか。
●神崎川ブロックについては、河川沿いにも家屋等が密集しており、拡幅の可能な河川が少ないため、可能な限り既存のため池を治水活用し、河道の負担を軽減する必要がある。治水活用上、実現性の高いため池としては、市が管理している公園内のため池や水利権のなくなっているため池を想定している。
○余水吐の改良により、貯留効果を発揮する容量について示してもらいたい。
●ため池の取水塔の余水吐に50㎝程度の切り欠きを設けることにより、空き容量を確保する。この50㎝程度分の空き容量が新たな流出抑制分の治水容量となる。
○ため池の治水効果の算定過程やハイドログラフを示してもらいたい。また、対象降雨を中央集中型で仮定しているが、後方集中型降雨やオリフィスの絞り具合を変化させることにより、治水効果にどの程度変化があるのかについては確認しておくべきではないか。
●検討結果を確認のうえ、説明させていただく。
○ため池の治水活用をPRするのは大いに結構だが、老朽ため池が多いので、同時にため池の改修も考えなければ、豪雨による決壊が発生した際に、治水活用が原因であるかのように誤解を受ける可能性がある。ため池自体の安全性を改悪するものではないことを説明しても、理解されない場合があるので、堤体や洪水吐の構造などが設計基準に満たない老朽ため池については、改修を同時に進めることがため池の治水活用の前提になるのではないか。
●大阪府が治水活用の検討対象としているため池についても、農林部局が耐震照査や改修の必要性についての整理を行っている。

○旧猪名川等の神崎川の支川の氾濫解析を行う際も、猪名川下流ブロックでの考え方と同様に、下流端の神崎川の水位は、支川の対象降雨規模と同レベルの降雨で生じる最高水位が定常状態として継続しているものと仮定しているのか。

●そのとおりである。
○資料を一部修正すること。
○旧猪名川、境川、三条川、新大正川、川合裏川、郷之久保川、裏川、下音羽川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。
天竺川、兎川、高川、大正川、箕川、山田川、正雀川、正雀川分水路については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。
茨木川、佐保川、勝尾寺川については、整理ができた時点で治水専門部会にて継続審議を行う。



(1) 淀川水系猪名川上流ブロックの当面の治水目標の設定について


・山辺川、田尻川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とすることで了承。





(2) 淀川水系猪名川下流ブロックの当面の治水目標の設定について


・猪名川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。


・箕面川、余野川については、整理ができた時点で治水専門部会にて審議を行う。





(3) 泉州地域の河川における当面の治水目標の設定について


・津田川については、当面の治水目標を時間雨量65ミリ程度対応とすることで了承。


・番川については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。





(4) 淀川水系神崎川ブロックの当面の治水目標の設定について


・旧猪名川、境川、三条川、新大正川、川合裏川、郷之久保川、裏川、下音羽川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。


・天竺川、兎川、高川、大正川、箕川、山田川、正雀川、正雀川分水路については、当面の治水目標を時間雨量80ミリ程度対応とすることで了承。


・茨木川、佐保川、勝尾寺川については、整理ができた時点で治水専門部会にて継続審議を行う。


・ため池の治水効果の算定過程について説明すること。
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